
伝統行事「万灯火」

4月号平成28年

No.687

5Ｐ
10～11Ｐ
14～15Ｐ

村の補助制度の紹介
３月定例会　行政報告要旨
平成２８年度一般会計予算

主な内容

　３月２０日、彼岸の中日に先祖の霊を供養す
るため、墓前でワラを燃やしたことが由来とさ
れる伝統行事「万灯火」が行われました。
　６時１０分、小田瀬地区の万灯火点火に続き、
各地区で順次火が付けられました。７時３０分、
メイン会場となる小沢田が点火すると、「鼓響」
による太鼓演奏が始まり、会場に集まった多く
の観光客が万灯火と太鼓演奏を楽しみました。
　今年は雪が無いなか行われたため、万灯火の
灯りが川に移り、多くの方がその幻想的な光景
をカメラに収めていました。
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中学校卒業生

在校生のお見送り

卒園生

　
３
月
12
日
（
土
）、
上
小
阿
仁
中
学
校

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
６
人
、
女
子

７
人
の
卒
業
生
が
、
９
年
間
通
っ
た
学
び

舎
か
ら
卒
業
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
在
校
生
や
父
母
ら
に
迎
え
ら

れ
入
場
し
、
君
が
代
、
村
民
歌
、
校
歌
斉

唱
の
あ
と
、
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
杉
渕
校
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
中

で
は
親
や
先
生
に
言
わ
れ
て
行
動
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
自
分
で
考
え
、
自
分
で
判
断
し
、
行

動
す
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
未
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
中

で
、
皆
さ
ん
に
は
物
事
に
対
し
て
受
け
身

に
な
ら
ず
に
自
ら
向
か
っ
て
行
く
人
に

な
っ
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
知
識
を
付
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
が
知
識
を
生
か
し
行

動
す
る
事
が
大
切
で
す
。
分
か
る
人
間
よ

り
出
来
る
人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
将
来
、
こ
の
村
を
背
負
っ
て
貢
献
で

き
る
人
に
、
そ
し
て
、
上
小
阿
仁
村
に
誇

を
持
て
る
人
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ

て
い
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
、
長
井
秋
乃
さ
ん

が
あ
ふ
れ
出
る
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
、
三

年
間
の
中
学
校
生
活
で
の
数
々
の
思
い
出

や
、
両
親
、
家
族
、
在
校
生
へ
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
卒
業
生
全
員
で
「
絆
」「
懐

か
し
い
日
々
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
13
人
の
卒
業
生
は
、
上
小
阿
仁
中
学
校

の
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
先
生

方
や
家
族
、
後
輩
に
見
送
ら
れ
、
新
た
な

生
活
に
足
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
３
月
17
日
（
木
）、
上
小
阿
仁
小
学
校

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
男
子
１
人
、
女
子

６
人
が
６
年
間
の
小
学
校
生
活
か
ら
卒
業

し
ま
し
た
。

　
少
し
大
き
め
の
真
新
し
い
学
生
服
と

セ
ー
ラ
ー
服
姿
の
卒
業
生
は
、
家
族
や
在

校
生
、
先
生
方
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
入
場

し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
杉
渕
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、「
中
学
校
の

制
服
が
と
て
も
似
合
っ
て
い
ま
す
。
大
変

立
派
で
す
。
皆
さ
ん
に
２
つ
の
言
葉
を
お

く
り
ま
す
。「
自
立
」
自
分
で
考
え
自
分

で
判
断
し
行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。「
共
生
」
人
は
一
人

で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
、
色
々
な
人
と

出
会
い
互
い
に
助
け
合
い
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

迎
え
る
中
学
校
生
活
は
自
分
の
将
来
を
選

択
す
る
た
め
の
基
礎
を
作
る
時
期
に
な
り

ま
す
。
充
実
し
た
３
年
間
を
送
る
た
め
に

も
、
自
立
と
共
生
の
心
を
持
っ
て
、
様
々

な
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
よ
り
良
い
た
く

ま
し
い
人
間
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
後
、
在
校
生
の
お
見
送
り
で
は
２

階
か
ら
中
学
生
の
見
守
る
中
、
花
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
卒
業

生
は
、
６
年
間
の
小
学
校
生
活
に
別
れ
を

告
げ
、
気
持
ち
を
新
た
に
中
学
校
生
活
へ

と
歩
き
始
め
ま
し
た
。

　
３
月
19
日
（
土
）、
か
み
こ
あ
に
保
育

園
の
年
長
組
男
子
３
人
、
女
子
５
人
の
卒

園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
原
田
園
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
卒
園
証
書
が
手
渡
さ
れ
、「
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
り
た
い
」「
ア
イ
ド
ル
に
な
り

た
い
」
な
ど
、
自
分
の
将
来
の
夢
を
大
き

な
声
で
発
表
し
ま
し
た
。

　
園
長
は
「
小
学
校
に
行
っ
て
も
自
分
で

考
え
、
判
断
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は
心
も
体

も
大
き
く
成
長
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

毎
日
の
規
則
正
し
い
生
活
が
も
っ
と
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
大
き
く

な
っ
て
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
よ
う
に

な
っ
て
ま
た
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
に
来

て
く
れ
る
こ
と
を
み
ん
な
待
っ
て
い
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
教
育
委
員
会
か
ら
新
品
の
ラ

ン
ド
セ
ル
が
贈
呈
さ
れ
、
お
別
れ
の
歌
を

み
ん
な
で
歌
い
、
先
生
に
見
送
ら
れ
新
し

い
小
学
校
生
活
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。

13
人
の
仲
間
と
９
年
間
の

　
　
　

大
切
な
思
い
出
を
胸
に

上
小
阿
仁
中
学
校 

卒
業
式

新
た
な
旅
立
ち
、
輝
く
未
来
に
向
け
て

上
小
阿
仁
小
学
校 
卒
業
式

小
学
校
生
活
に
胸
を
弾
ま
せ

か
み
こ
あ
に
保
育
園 

卒
園
式
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か
み
こ
あ
に
観
光
物
産
と
秋
田
県
信
用

組
合
が
共
同
開
発
し
た
新
商
品
が
完
成

し
、
３
月
24
日
（
木
）
道
の
駅
か
み
こ
あ

に
で
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
発
さ
れ
た
の
は
、
こ
は
ぜ
あ
ん
ぱ

ん
、
ほ
お
ず
き
と
こ
は
ぜ
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
、
上か

み
こ
あ

小
阿
ん
仁に

ん
ほ
お
ず
き
（
杏

仁
豆
腐
）
と
こ
は
ぜ
（
同
）、
ほ
お
ず
き
と

こ
は
ぜ
ゆ
べ
し
餅
、
な
め
シ
ョ
コ
ラ
の
９

種
類
。

　
い
ず
れ
も
、
ほ
お
ず
き
や
こ
は
ぜ
の
酸

味
を
生
か
し
な
が
ら
他
に
な
い
菓
子
を
目

指
し
ま
し
た
。
あ
ん
ぱ
ん
に
使
用
さ
れ
て

い
る
あ
ん
こ
は
、
こ
は
ぜ
と
黒
米
、
小
豆

を
使
用
し
酸
味
の
あ
る
あ
ん
こ
に
仕
上
げ

た
の
が
特
徴
で
す
。
な
め
こ
を
使
用
し
た

シ
ョ
コ
ラ
は
独
自
の
製
法
に
よ
り
添
加
物

を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
と
ろ
み
を
つ
け

独
特
の
食
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
小
林
村
長
は
「
こ
は
ぜ
は
抗
酸
化
力
が

高
く
、
美
容
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
皆
様
に
食
べ
て
頂
き
た
い
、
今
日
が

ス
タ
ー
ト
と
考
え
、
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
ん
ぱ
ん
と
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
は
４
月

か
ら
道
の
駅
か
み
こ
あ
に
で
販
売
さ
れ
ま

す
。

　
上
小
阿
仁
村
で
平
成
26
年
・
27
年
夏
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
武
蔵
野
大

学
の
学
生
12
名
が
18
日
か
ら
上
小
阿
仁
村

に
滞
在
し
、
民
泊
を
し
な
が
ら
大
海
集
落

と
長
信
田
集
落
の
万
灯
火
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　
学
生
た
ち
は
お
世
話
に
な
っ
た
村
の

方
々
と
の
再
会
を
果
た
し「
た
だ
い
ま
ー
」

「
お
か
え
り
ー
」
と
言
葉
を
交
わ
し
、

戻
っ
て
き
た
こ
と
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
万
灯
火
の
だ
ん
ぽ
作
り
や
花
団
子
作

り
、
当
日
の
着
火
や
後
片
付
け
ま
で
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
行
い
な
が
ら
交
流
し
ま

し
た
。

　
大
海
公
民
館
で
行
わ
れ
た
だ
ん
ぽ
作
り

で
は
、
最
初
は
誰
も
、
う
ま
く
作
る
こ
と

が
出
来
ず
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た

が
、
地
元
の
方
々
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
だ
ん
ぽ
を
作
り
ま
し
た
。

　
万
灯
火
本
番
で
は
、
炎
の
勢
い
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
、
興
奮
し
た
様
子
で
火
を
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　
体
験
を
通
じ
て
１
年
三さ

え
ぐ
さ枝
夕ゆ

莉り

奈な

さ
ん

は
「
夏
か
ら
半
年
ぶ
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
回
も
家
族
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
方
々
に
感
謝
を
し

て
い
ま
し
た
。

上
小
阿
仁
村
の
特
産
品

で
新
商
品
開
発

武
蔵
野
大
学
の
学
生
12
名
が

万
灯
火
を
体
験
し
ま
し
た

こはぜ入りあんぱん

だんぽ作り万灯火点火

こはぜとほおずきのパウンドケーキなめショコラ
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村
で
は
素
晴
ら
し
い
結
婚
生
活
を
送
っ

て
い
た
だ
く
た
め
出
会
い
か
ら
結
婚
、
新

生
活
ま
で
支
援
し
ま
す
。

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
す

る
際
の
登
録
料
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
方

〇
入
会
方
法

　
あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
☎
０
１
８
６
（
57
）
８
６
１
１

　
ご
結
婚
さ
れ
た
方
に
村
か
ら
祝
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

〇
対
象
者

　
上
小
阿
仁
村
に
住
所
の
有
る
方
で
、
婚

姻
し
、
将
来
と
も
居
住
す
る
方
。

　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
新
規
に
婚
姻

し
た
世
帯
に
対
し
て
、
住
居
費
及
び
引
っ

越
し
費
用
の
一
部
を
次
の
と
お
り
助
成
し

ま
す
。

〇
助
成
対
象
世
帯

　
交
付
を
受
け
る
事
が
出
来
る
新
婚
世
帯

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
で

す
。

１
．
対
象
と
な
る
住
所
が
上
小
阿
仁
村
内

に
あ
る
こ
と
。

２
．
他
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

　
日
常
的
及
び
定
期
的
に
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
、
村
内
か
ら
通
勤
ま
た
は
通
学

を
す
る
村
民
に
対
し
、
そ
の
定
期
等
の
購

入
費
用
の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
者

　
村
に
住
所
を
有
し
、
村
内
か
ら
の
通

学
、
通
勤
の
た
め
に
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
㈱
及
び
秋
北
バ
ス
㈱
か
ら
定
期
券
等
を

購
入
し
て
い
る
方
。

 

素
適
な
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

 

結
婚
新
生
活
へ
の
補
助
制
度

 

上
小
阿
仁
村
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

 

支
援
を
し
ま
す

 

通
勤
通
学
の
定
期
券
を

　
　
　
　
　
　
　 

助
成
し
ま
す

 

結
婚
の
お
祝
い

 
村
の
補
助・助
成
金
制
度
の
ご
紹
介

　
22
～
27
年
度
に
引
き
続
き
、
村
内
に
あ

る
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

方
を
支
援
し
ま
す
。

○
補
助
対
象
者
及
び
補
助
額

　
村
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
自
己
所
有

あ
る
い
は
家
族
所
有
の
村
内
に
あ
る
住
宅

を
増
改
築
、
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
。

（
工
事
完
了
後
に
村
内
に
転
居
す
る
方
を

含
む
）

　
・
一
般
世
帯
（
持
家
）

　
　
　
工
事
費
の
10
％
　
最
大
20
万
円

※
過
去
に
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
合
わ
せ
て
上
限
20
万
円

　
・
多
子
世
帯
（
持
家
）

（
18
歳
以
下
の
子
供
が
３
人
以
上
の

親
子
世
帯
）

　
　
　
工
事
費
の
20
％
　
最
大
40
万
円

※
過
去
に
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
合
わ
せ
て
上
限
40
万
円

　
・
子
育
て
世
帯
（
空
き
家
購
入
後
）

（
空
き
家
を
購
入
し
、
18
歳
以
下
の

子
供
が
１
人
以
上
の
親
子
世
帯
）

　
　
　
工
事
費
の
30
％
　
最
大
60
万
円

　
村
税
、
保
育
料
、
そ
の
他
の
公
共
料
金

を
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

○
補
助
対
象
工
事

　
工
事
に
要
す
る
経
費
50
万
円
以
上
。

　
村
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業
者
等
が

施
工
。

県
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
工
事
。

○
事
業
の
実
施
期
間

　
平
成
29
年
３
月
17
日
ま
で
に
完
了
実
績

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
建
設
課
　
☎
（
77
）
２
２
２
４

総
務
課
よ
り
お
知
ら
せ

建
設
課
よ
り
お
知
ら
せ

〇
補
助
金
額

　
定
期
券
購
入
費
の
２
分
の
１

●
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
企
画
班
　
☎
（
77
）
２
２
２
１



5

　
県
が
市
町
村
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

飲
酒
運
転
追
放
等
競
争
で
本
村
が
飲
酒
運

転
の
検
挙
数
０
件
、
飲
酒
運
転
の
事
故
数

０
件
で
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
競
争
は
県
民
が
飲
酒
運
転
の
追
放

を
目
指
す
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
昨

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
起
き
た
飲
酒
運

転
の
検
挙
者
数
の
少
な
い
順
に
順
位
を
付

け
る
も
の
で
す
。

　
３
月
15
日
（
火
）、
役
場
大
会
議
室
に

お
い
て
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
小
林
村
長

は
「
こ
の
度
、
１
位
に
な
れ
た
の
も
村
で

交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て
頂
い
て
い
る

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
も
長
く
１
位

と
な
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
協
力
を
引
き
続

き
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
地
域
や
家
庭
で
も
飲
酒
運
転
の
追
放
を

積
極
的
に
呼
び
か
け
、
今
後
も
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
の
村
づ
く
り
を
村
民
一
丸
と
な
っ
て

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
総
務
課

▽
主
査
　
田
村
　
勇
輝
（
主
任
）

▽
主
任
　
田
口
　
和
也
（
主
事
）

▽
課
長
補
佐
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
班
長

　
齊
藤
　
幹
雄
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

　
高
校
生
の
語
学
力
と
国
際
感
覚
の
向
上

を
図
る
た
め
海
外
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
研
修
期
間
は
、
平
成
28
年
８
月
３
日

（
水
）～
９
日（
火
）の
７
日
間
で
、
ア
メ
リ

カ
　
シ
ア
ト
ル
市
を
訪
問
し
ま
す
。
事
前

研
修
で
英
会
話
を
学
び
、
シ
ア
ト
ル
市
で

公
共
施
設
の
訪
問
や
、
２
泊
３
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
人
員
は
５
人
で
、
上
小
阿
仁
村
出

身
の
高
校
生
で
心
身
と
も
に
健
康
で
、
規

律
あ
る
行
動
が
で
き
る
方
で
あ
っ
て
、
研

修
後
も
地
域
や
学
校
に
お
い
て
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
発
な
活
動
が
で
き
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

　
事
業
の
様
子
を
写
真
や
ビ
デ
オ
撮
影
し

公
開
し
ま
す
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

□
費
用
負
担

　
一
人
あ
た
り
約
40
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
が
、
費
用
の
う
ち
８
／
10
の
補
助
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
事
業
費
に
含
ま
れ

な
い
経
費
（
パ
ス
ポ
ー
ト
・
保
険
料
等
）

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

□
申
込
期
間

　
平
成
28
年
５
月
10
日
（
火
）

～
６
月
３
日
（
金
）

□
そ
の
他

　
海
外
研
修
生
は
審
査
と
面
接
の
う
え
決

平
成
27
年
飲
酒
運
転
追
放
等
競
争

 

上
小
阿
仁
村
　
１
位
！

定
い
た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
村
の
奨
学
資
金
を
返
還
中
の
方
で
村
に

居
住
し
、
就
労
し
て
い
る
方
に
奨
学
資
金

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
助
成
率
が
改
正
さ
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
助
成
率

　
①
指
定
す
る
国
家
資
格
取
得
者
で
、
そ

の
資
格
に
基
づ
き
就
労
し
て
い
る
方

　
　
１
／
２
を
２
／
３
に

　
② 

①
以
外
の
就
労
し
て
い
る
方
　

　
　
１
／
３
を
１
／
２
に

新
た
に
追
加

　
③
高
等
学
校
で
貸
与
を
う
け
た
方

　
　
10
／
10
（
全
額
助
成
）

〇
申
請
・
申
請
期
間

　
申
請
に
は
就
労
証
明
書
等
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
申
請
期
間
は
毎
年
３
月
中
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書
類

を
発
送
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会　
総
務
学
校
班

　
☎
（
60
）
９
０
０
０

 
職
員
異
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
（
平
成
28
年
４
月
１
日
発
令
）

●
住
民
福
祉
課

▽
課
長
　
加
藤
　
浩
二

（
産
業
課
課
長
補
佐
兼
林
務
商
工
班
長
）

▽
主
事
　
船
木
　
孝
平
　
採
用

▽
主
事
　
宮
越
　
大
貴
　
採
用

●
産
業
課

▽
課
長
補
佐
兼
農
務
班
長
兼
林
務
商
工
班
長

　
石
川
　
治
（
建
設
課
係
長
）

▽
主
事
　
鈴
木
　
和
也
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

▽
副
主
任
技
能
員
　
伊
藤
　
茂

（
建
設
課
副
主
任
技
能
員
）

●
建
設
課

▽
主
査
兼
建
設
班
長
　
田
中
　
孝

（
建
設
課
主
査
）

▽
主
事
　
畠
山
　
彩
加
（
住
民
福
祉
課
主
事
）

▽
主
任
技
能
員
　
齊
藤
　
諭

（
産
業
課
主
任
技
能
員
）

●
診
療
所

▽
事
務
長
補
佐
　
石
川
　
悦
子

（
課
長
補
佐
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
班
長
）

▽
係
長
　
北
林
　
勉
　
※
再
任
用

（
事
務
長
補
佐
）

●
教
育
委
員
会

▽
事
務
局
長
　
大
沢
　
寿

（
産
業
課
課
長
補
佐
兼
農
務
班
長
）

●
杉
風
荘

▽
主
任
准
看
護
師　

田
中
　
陽
子

（
主
任
准
看
護
師
診
療
所
）（

　
）
内
前
職

【
退
職
】
３
月
31
日
発
令

▽
小
林
　
隆
（
主
幹
兼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
河
村
　
良
満
（
主
幹
兼
診
療
所
事
務
長
）

▽
石
上
　
禎
子
（
主
任
調
理
員
）

▽
小
笠
原
文
子
（
係
長
准
看
護
師
）

▽
伊
藤
　
精
治
（
住
民
福
祉
課
長
）

 

上
小
阿
仁
村
出
身
の
高
校
生
対
象

　
高
校
生
海
外
研
修
事
業

 

助
成
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　
奨
学
資
金
返
還
支
援
助
成
金
制
度

教
育
委
員
会
よ
りお知

ら
せ
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※
新
住
所
地
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
新

住
所
地
に
転
入
届
を
し
た
日
か
ら
参
議

院
選
挙
の
公
示
日
（
選
挙
期
日
の
少
な

く
と
も
17
日
前
）
前
日
ま
で
に
３
カ
月

以
上
住
ん
で
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
引
っ
越
し
先
に
住
⺠
票
を
移
す
際

は
、
市
区
町
村
窓
⼝
で
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
住
⺠
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
の
住
所
変
更
の
届
出
も
お

忘
れ
な
く
！

Ｑ 

引
っ
越
し
て
３
カ
⽉
経
っ
て
い
な
い
け

ど
、
投
票
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Ａ 

旧
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
！

　
投
票
日
当
日
に
、
旧
住
所
地
の
投
票
所

に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
投
票
日
前
で
も
、
旧
住
所
地
の

期
日
前
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｑ 
旧
住
所
地
に
⾏
け
な
い
場
合
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？

Ａ 

不
在
者
投
票
と
い
う
方
法
が
あ
る
ん

で
す
！

　
進
学
や
就
職
な
ど
に
伴
い
、
実
家
を
離

れ
る
方
は
、
引
っ
越
し
先
の
市
区
町
村
へ

住
⺠
票
を
移
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙
は
、
選
挙
権

年
齢
の
引
下
げ
に
よ
り
、
18
歳
、
19
歳
の

皆
さ
ん
も
投
票
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、

選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
の
春
に
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
は

注
意
が
必
要
で
す
！

　
選
挙
で
投
票
す
る
場
所
は
、
原
則
と
し

今
年
の
春
、引
っ
越
し
さ
れ
る
方
へ 

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
っ
越
し
た
ら

住
民
票
を
移
し
ま
し
ょ
う 

て
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
で
す
。

　
し
か
し
、
今
年
の
春
に
引
っ
越
し
を
す

る
場
合
、
今
年
の
夏
の
参
議
院
選
挙
に
、

新
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
安
心
し
て
下
さ
い
！

　
引
っ
越
し
て
も
旧
住
所
地
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
今
回
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
新
し
く
有
権
者
と
な
る
18

歳
、
19
歳
の
方
が
今
年
の
春
に
引
っ
越
し

て
も
、
旧
住
所
地
に
3
カ
月
以
上
住
ん
で

い
た
場
合
、
夏
の
選
挙
に
は
旧
住
所
地
で

投
票
で
き
ま
す
！

平成 28 年夏平成 28 年春

Ｂ市

Ａ市

３ヵ月以上在住

参
議
院
選
挙

参
議
院
選
挙

３ヵ月経過後は、新住所地で投票
できるようになります 

３ヵ月経過前は、旧住所地で投票
できます Ａ

市
→
Ｂ
市
へ
引
っ
越
し

OK

NG

３ヵ月

新住所地に引っ越してから 
３カ月経過しなければ、 

新住所地では投票できない 

　
選
挙
期
間
中
に
旧
住
所
地
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
不
在
者
投
票
と
い

う
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
⼿
続

①
旧
住
所
地
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便
等
で
投
票

用
紙
な
ど
必
要
な
書
類
を
請
求
し
ま
す
。

②
交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
な
ど
を
持
参
し

て
、
新
住
所
地
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
出
向
き
ま
す
。

【
注
意
】

　
不
在
者
投
票
は
、
書
類
の
や
り
と
り
を

郵
送
で
行
う
た
め
、
手
続
き
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

※
不
在
者
投
票
は
、
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
、
選
挙
期
間
中
、
現
住
所
地
以
外
の

市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
方
も
、
滞

在
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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元気な中山間農業応援事業のお知らせ
（中山間水田畑地化整備事業）　　　　　　　　

地域特産物等の本作化を図るため、水田の畑地化に必要な基盤整備を実施します。

１．対 象 経 費
・２戸以上の受益者に係る区画拡大、客土、土層改良、石レキ除去、土壌改良、地下かんが

い、本暗渠と補助暗渠（補助暗渠単独は不可）、水路、農道の工事費等になります。

２．採 択 基 準
・受益者が 2 者以上必要です。
・工事区域において、整備後原則５年以上は地域特産物のうち野菜、花き、果樹の栽培を行

わなければなりません。（大豆、そばは対象外です。）
・客土、混層耕、除礫、心土破砕、土壌改良、暗渠の新設または排水のうち、1 工種以上を

実施することとなります。
・総事業費２００万円以上のものが対象となります。

３．事業実施主体　県

４．事業対象者　農業者（2 者以上）、農業法人、任意組織等

５．補　助　率　国 55％、県 35％、村 10％　※受益者の負担金はありません。

６．事業実施年度　・平成 28 年度～平成 29 年度

　平成 29 年度分を随時受け付けております。
　他にも、地域特産物の生産の強化に必要な機械、パイプハウス等の施設等の導入に対する補
助事業や 6 次産業化に関する補助事業もありますので、お気軽にご相談ください。

●問い合わせ・申し込み先　産業課農務班　☎77−2223

　エゴマの苗の無償提供について追加募集を
しておりますので、必要な方がおりました
ら、４月２０日まで産業課農務班までお申し
込みください。
提供する単位は８株、１６株、３２株です。
食用ほおずき等の申し込みはＩＰ電話で４月
下旬に配信する予定となっておりますのでご
利用ください。

●問い合わせ・申し込み先
　産業課　農務班　☎７７−２２２３

　村では、中小企業の資金繰り支援として、
日本政策金融公庫の小規模事業者経営改善資
金融資（通称：マル経融資）の利子補給（２
分の１）を、平成３３年１２月まで継続延長
することにしました。
　マル経融資は、村内で１年以上営業してい
る小規模事業者で、商工会の指導を６カ月以
上受け、税金を完納していることなどが条件
となります。融資には担保・保証人が必要な
く、借入限度額は２千万円です。詳しくはお
問い合わせ下さい。

●問い合わせ・申し込み先
　上小阿仁村商工会　☎７７−３１０９

ご利用ください
マル経融資利子補給制度

エゴマの苗の
無償提供について
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ら
副
団
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
40
年
に
わ

た
っ
て
数
々
の
実
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
３
月
に
沖
田
面
地
区
で
発
生
し
た
火
災

で
、
早
期
通
報
と
迅
速
な
初
期
消
火
に
よ

り
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
勇
気
あ
る
行

動
に
対
し
、
沖
田
面
の
鈴
木
健
太
氏
へ
村

と
消
防
団
か
ら
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

上
小
阿
仁
村
消
防
団
　
第
一
分
団

　
副
分
団
長
　
鈴
木
　
幸
政
　
氏
（
大
林
）

　
永
年
勤
続
し
、
そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀

か
つ
模
範
的
で
あ
る
と
し
て
消
防
庁
長
官

か
ら
永
年
勤
続
功
労
章
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
昭
和
60
年
１
月
１
日
に
入
団
し
、
平
成

13
年
か
ら
部
長
を
経
て
、
平
成
15
年
か
ら

副
分
団
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
30
年
に
わ

た
っ
て
数
々
の
実
績
を
上
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

上
小
阿
仁
村
消
防
団

　
副
団
長
　
武
石
　
聡
　
氏
（
羽
立
）

　
永
年
に
わ
た
り
消
防
の
職
務
に
精
励
し

そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
し
て
一
般
財

団
法
人
日
本
消
防
協
会
か
ら
功
績
賞
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
50
年
１
月
１
日
に
入
団
し
、
平
成

13
年
か
ら
分
団
長
を
経
て
、
平
成
22
年
か

消
防
庁
長
官
表
彰
永
年

継
続
功
労
章

日
本
消
防
協
会
功
績
賞

火
災
の
初
期
消
火
に
感

謝
状
贈
呈

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付

特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

返
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

の
添
付
は
不
要
で
す
。）

　
な
お
、
平
成
28
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、
10

年
以
内
（
例
え
ば
、
平
成
27
年
４
月
分
は

平
成
37
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
保
険

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す

る
た
め
に
も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
期
間
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に

は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に

経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所　

☎
（
62
）
１
４
９
０

　
住
⺠
福
祉
課
住
⺠
福
祉
班

　
☎
（
77
）
２
２
２
２

平
成
28
年
度
の
国
⺠
年
金
保
険
料
額
は
、

⽉
額
１
６
、２
６
０
円

　
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
国
民
年
金
法
第
87
条
に
お
い
て

１
６
、６
６
０
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
16
年
度
か
ら
の
物
価
と
賃
金
の
変
動

に
基
づ
く
平
成
28
年
度
の
保
険
料
改
定

率
０
．９
７
６
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

１
６
、２
６
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
過
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本

人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し

た
金
額
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉

　
１
１
８
万
円

　
　
＋
｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
27

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等

感謝状と記念品の贈呈
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１
・
６
㎘
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
５
・

１
％
減
と
な
り
、
１
日
平
均
処
理
量
は

78
・
３
㎘
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
内
訳
は
、
し
尿 

６
、６
２
７
・
６

㎘
、
浄
化
槽
汚
泥 

７
、７
０
４
・
０
㎘
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
放
流
水
質
、

排
ガ
ス
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
定
期
的

な
分
析
結
果
で
管
理
基
準
値
を
下
回
っ
て

お
り
、
適
正
で
安
定
し
た
処
理
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
に
つ
い

て　
病
院
組
合
関
係
の
裁
判
事
件
と
し
て
１

件
残
っ
て
お
り
ま
し
た
、
地
位
確
認
等
請

求
事
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
10
月
28

日
に
控
訴
審
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
北
秋

田
市
に
損
害
賠
償
と
し
て
２
５
０
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
て
お
り
ま
す
。

　
北
秋
田
市
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し

て
、
11
月
10
日
に
最
高
裁
判
所
へ
上
告
し

て
お
り
ま
す
が
、
着
手
金
や
供
託
金
と
し

て 

２
７
９
万
円
の
訴
訟
費
用
が
か
か
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
う
上
小
阿
仁
村
負
担
分
と
し

て
、
費
用
の
７
・
89
％
の
22
万
１
３
１
円

の
負
担
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
う
補

正
予
算
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
等

に
つ
い
て

　
国
で
は
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
等
の
方
を
対

象
に
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

施
し
、
２
回
の
審
査
を
経
て
12
月
25
日
に

秋
田
市
の
草
階
設
計
創
作
所
と
３
０
２
万

４
千
円
で
３
月
31
日
ま
で
の
期
日
で
契
約

を
し
ま
し
た
。

北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組

合
に
つ
い
て

　
村
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
６
０
６
万
６

千
円
で
、
56
万
１
千
円
の
増
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
処
分

場
経
費
の
負
担
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
長
下
処
分
場
の
粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
12
月
末
現
在
２
５
６
ト
ン

で
あ
り
、
内
訳
は
自
己
搬
入
粗
大
ご
み

１
５
１
ト
ン
、
家
屋
解
体
材
90
ト
ン
、
市

村
直
搬
及
び
災
害
ご
み
15
ト
ン
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
全
体
で

97
ト
ン
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
己
搬
入
粗
大
ご
み
、
家

屋
解
体
材
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
環
境
へ
の
影
響
は
、
定
期
的
な
分
析
調

査
の
結
果
、
管
理
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
て

お
り
、
適
正
で
安
定
し
た
状
態
に
あ
り
ま

す
。

北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
に
つ
い
て

　
村
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
６
０
４
万

２
千
円
で
、
１
０
２
万
１
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
増
額
の
主
な
理
由

は
、
し
尿
搬
入
割
額
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
ま
た
、
監
査
委
員
（
識
見
を
有
す
る
も

の
）
に
は
、
北
秋
田
市
の
宮
野
悦
朗
氏
が

選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
尿
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
上
期
の
搬
入
量
は
１
４
、３
３

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
村
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
前
年
度
比
１
億
１
、８
１
１
万
円
増

（
５
・
３
％
）
の
23
億
３
、８
８
６
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
８

会
計
で
前
年
度
比
３
、７
４
７
万
円
増

（
２
・
１
％
）
の
17
億
８
、２
５
２
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
増
額
の
主
な
理
由
は
、
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
で
は
沖
田
面
地
区
統
合
簡
易
水

道
事
業
で
沖
田
面
地
区
に
大
林
地
区
と
小

田
瀬
地
区
を
統
合
す
る
た
め
の
工
事
に
よ

る
増
額
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
は
小
沢
田
処
理
場
の
機
器
修
繕
費
増
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
今
定
例
会
提
出
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
各
科
目
全
般
に
わ
た
る
精
算
見
込
み

に
よ
る
減
額
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金

な
ど
の
追
加
に
よ
り
１
、７
４
４
万
円
を

追
加
す
る
補
正
で
、
補
正
後
の
総
額
は

25
億
２
、９
４
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
次
の
会
計
に
つ
い
て
、
総

額
で
４
、１
９
７
万
円
の
減
額
で
、
補
正

後
の
総
額
は
16
億
８
、８
５
５
万
円
と
な

り
ま
す
。

「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

秋
田
」
に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
に
、
新
潟
県
の
「
大
地
の

芸
術
祭
」
の
飛
び
地
開
催
と
し
て
実
施

し
、
25
年
度
か
ら
27
年
度
は
国
庫
補
助
事

業
を
導
入
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の

補
助
金
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一
旦
休
止

し
て
事
業
の
検
証
を
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
や
住
民

か
ら
の
ご
要
望
、
村
の
Ｐ
Ｒ
を
踏
ま
え
、

過
疎
債
を
充
て
て
実
施
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
見
直
し
を
す
る
と

と
も
に
組
織
再
編
の
検
討
も
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
内
容
は
縮
小
し
た
形
に
な
り
ま
す
が
、

公
立
秋
田
美
術
大
学
と
の
連
携
を
中
心
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
村
内
各
種
団
体

や
村
内
業
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
事
業
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

台
湾
萬
巒
郷
へ
の
研
修
に
つ
い
て

　
北
林
孝
雄
氏
の
意
志
に
よ
る
継
続
的
な

研
修
交
流
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28
年

度
も
、
青
年
と
一
般
の
研
修
を
計
画
し
て

お
り
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
村
民
の
方
が
研
修
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
、
村
の
産
業
振
興
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て

　
集
住
型
宿
泊
交
流
施
設
の
基
本
設
計
に

つ
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
型
の
入
札
会
を
実

定
例
会

行
政
報
告
要
旨

３月３月３月
村議会村議会村議会
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支
給
対
象
者
は
、
平
成
27
年
度
臨
時
福

祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
と
平
成
28
年

度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
１
人
に
つ
き
３
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
対
象
者
は
６
６

２
人
、
支
給
額
は
１
、９
８
６
万
円
の
見

込
み
で
あ
り
ま
す
。
事
務
費
を
含
め
総
額

２
、０
８
５
万
６
千
円
の
当
初
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ

た
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
、
所
得
の
低
い

方
々
に
与
え
る
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、
28

年
度
も
引
き
続
き
、
臨
時
福
祉
給
付
金
が

対
象
者
１
人
に
つ
き
、
３
千
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
支
給
対
象
者
は
９
０
０
人
、
支

給
額
は
２
７
０
万
円
の
見
込
み
で
あ
り
、

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
関
係
に
つ
い
て
　

　
秋
田
県
で
は
30
年
振
り
に
転
作
面
積
が

達
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
米
の
過
剰
在
庫
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
産
米
も
更
な

る
生
産
の
削
減
が
促
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
本
村
で
は
、
米
の
過
剰
在
庫
に
対
す
る

農
家
の
意
識
が
高
く
積
極
的
な
取
組
に
よ

り
、
平
成
27
年
産
の
主
食
用
が
２
６
０
・

40
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
28

年
産
米
の
自
主
的
取
組
参
考
値
よ
り
も

10
・
43
ヘ
ク
タ
ー
ル
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
水
準
を
維
持
し
飼
料
用
米
や

園
芸
作
物
な
ど
へ
誘
導
し
、
農
家
の
収
益

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
・
商
工
関
係
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
秋
田
杉
の
採
用
を
目

指
す
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
県
産
材
利
用
促
進
協
議
会
」
を
平
成
28

年
２
月
１
日
に
立
ち
上
げ
、
森
林
認
証
取

得
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
村
で
も
、
森
林
の
評
価
が
高
ま
り
環
境

保
全
意
識
の
高
い
自
治
体
と
し
て
評
価
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
村
有
林
の
認
証
取
得
に

向
け
て
取
り
組
む
た
め
予
算
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
な
お
、
製
材
部
門
の
認
証(

Ｃ
Ｏ
Ｃ)

を
取
得
さ
れ
た
場
合
、
生
産
地
と
建
材
が

一
体
と
な
っ
た
製
品
表
示
に
よ
り
流
通
が

可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
取
得
に
向
け
た

助
成
金
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り
は
、
平
成
23

年
度
よ
り
北
秋
田
地
域
振
興
局
の
主
催
で

本
村
道
の
駅
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
平
成

27
年
度
は
北
秋
田
地
域
振
興
局
、
村
、
商

工
会
、
観
光
協
会
、
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
る
２
日
間
の

開
催
と
な
り
、
21
業
者
が
出
展
し
村
か
ら

も
４
業
者
が
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
食
を
中
心
と
し
た
共
同
集
客

事
業
を
５
年
間
開
催
し
当
初
の
目
的
を
達

成
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
で
県
主

体
の
実
行
委
員
会
を
終
了
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
村
で
は
、「
ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り
」

に
よ
る
集
客
は
、
観
光
振
興
と
食
の
提
供

に
大
き
く
寄
与
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も

定
着
化
し
て
い
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
上
小
阿
仁
村
食
農
観
丸
ご
と
推
進

協
議
会
で
引
き
続
き
土
日
の
２
日
間
開
催

を
計
画
し
て
お
り
、
本
村
で
は
推
進
協
議

会
へ
の
負
担
金
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
観
光
振
興
に
つ

な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
小
沢
田
地
区
統
合
簡
易
水
道
建
設
工
事

は
、
杉
花
地
区
向
け
の
管
理
棟
が
完
成
し

２
月
12
日
に
受
電
を
開
始
し
機
能
試
験
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
３
月
中
に
は

ろ
過
さ
れ
た
水
道
水
を
供
給
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
ろ
過
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
小
田
瀬
小
規
模
水
道
地
区
と

大
林
簡
易
水
道
地
区
、
沖
田
面
簡
易
水
道

地
区
の
統
合
工
事
を
実
施
し
、
小
規
模
水

道
施
設
の
解
消
と
維
持
管
理
費
の
軽
減
を

図
り
、
安
全
な
水
道
水
を
お
届
け
す
る
た

め
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
小
沢
田
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
平

成
29
年
度
か
ら
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
移
行
に
向
け
た
事
務
調

整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　
28
年
度
の
上
小
阿
仁
小
学
校
の
児
童
数

は
、
７
人
が
卒
業
し
、
８
人
が
入
学
し
ま

す
の
で
、
今
年
度
よ
り
１
人
増
の
62
人
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
上
小
阿
仁
中
学
校
の
生
徒
数

は
、
13
人
の
卒
業
生
に
対
し
新
入
生
が
７

人
の
た
め
、
今
年
度
よ
り
６
人
減
の
29
人

と
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
平
成
28
年
度

の
上
小
阿
仁
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
27
年
度
よ
り
５
人
減
の
91
人
と
な
り

ま
す
。

　
１
月
14
日
か
ら
17
日
ま
で
、
田
沢
湖
ス

キ
ー
場
で
全
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行

わ
れ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
種
目
に
お
い
て
中

学
生
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。
男
子
リ
レ
ー

で
は
見
事
３
位
に
入
り
、
東
北
大
会
で
も

６
位
入
賞
と
い
う
成
績
で
し
た
。
個
人
で

も
そ
れ
ぞ
れ
が
頑
張
り
、
東
北
大
会
、
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
秋

田
学
童
ス
キ
ー
大
会
を
は
じ
め
と
す
る
小

学
生
の
大
会
も
各
種
行
わ
れ
、
子
ど
も
達

の
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

国
保
診
療
所
関
係

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
診
療

状
況
は
、
内
科
外
来
が
診
療
日
数
１
８
７

日
、
患
者
数
４
、７
５
４
人
で
前
年
比

３
７
７
人
減
、
１
日
平
均
患
者
数
は
25
・

４
人
で
前
年
比
１
・
０
人
減
、
歯
科
は
診

療
日
数
１
９
５
日
、
患
者
数
２
、０
９
４

人
で
前
年
比
３
９
３
人
減
、
１
日
平
均

患
者
数
は
10
・
７
人
で
前
年
比
１
・
９
人

減
、
毎
週
月
曜
日
診
察
の
泌
尿
器
科
に
つ

き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数
35
日
、
患
者
数

６
８
９
人
で
前
年
比
45
人
増
、
１
日
平
均

患
者
数
は
19
・
７
人
で
前
年
比
０
・
７
人

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

杉
風
荘
関
係

　
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
更
新
工
事
は
２
月

17
日
現
在
、
45
％
の
進
捗
率
で
、
計
画
工

程
ど
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
３
月
25
日
の

完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
更
新
す
る
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
に
対
応
す
る

た
め
、
職
員
研
修
を
開
催
し
て
万
全
を
期

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　村
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
八
木

沢
番
楽
」
は
村
に
伝
わ
る
貴
重
な
伝
統
芸

能
で
す
。
現
在
は
保
存
会
の
会
員
が
毎
年

小
中
学
生
へ
演
技
指
導
な
ど
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
村
に
在
住
し
て
い
る
一
般
の
方

に
も
番
楽
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
が
あ
り

ま
す
。

　こ
の
た
び
村
公
民
館
と
八
木
沢
番
楽
保

存
会
が
連
携
し
、
一
般
村
民
を
対
象
に
し

た
八
木
沢
番
楽
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

踊
り
だ
け
で
は
な
く
笛
や
太
鼓
な
ど
、様
々

な
分
野
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

※
 

開
催
日
程
・
場
所
に
つ
い
て
は
申
込
状

況
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

　一
般
村
民
年
齢
男
女
問
わ
ず

■
種
　
　
目

　踊 

り
、
笛
、
太
鼓
、

　唄
、
裏
方
（ 

ま
か
な
い
）

■
定
　
　
員

　各
種
目
若
干
名
（
10
名
〜
15
名
）

■
申
込
方
法

　学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
か
、
お
電
話
で
お
申
込
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

◇
な
り
た
い

　
　（畠
中

　
　惠
）

◇
忘
れ
ら
れ
た
巨
人

　
　
　
　
　（カ
ズ
オ
イ
シ
グ
ロ
）

◇
マ
マ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　た
！

　
　
　
　
　（の
ぶ
み
）他

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

　
　地
域
セ
ン
タ
ー（ 

旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　４
月
20
日
、
27
日
（ 

水
）

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　昨
年
に
引
き
続
き
上
小
阿
仁
村
で

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
す
。

　当
日
は
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で

15
分
以
上
継
続
し
て
体
を

動
か
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　詳
し
く
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【昨年度のボランティア活動の様子】 【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
】

　図
書
館
で
は
、
読
み
聞
か
せ
や

体
験
学
習
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　活
動
内
容
は
、
保
育
園
で
の
読

み
聞
か
せ
が
中
心
で
す
が
、
地
区

巡
回
で
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
回
想

法
や
、
体
験
学
習
の
講
師
な
ど
も

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。　随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
図
書

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
』
に
加
入
し
ま

す
。

●
連
絡
先

　
上
小
阿
仁
村
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

　4
月
29
日（
金
）
昭
和
の
日

　5
月
3
日（
火
）
憲
法
記
念
日

　5
月
4
日（
水
）
み
ど
り
の
日

　5
月
5
日（
木
）
こ
ど
も
の
日

　
　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
木
沢
番
楽
講
座
を

　
　
　
　開
催
し
ま
す

５
月
25
日
（
水
）
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す

　上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
、テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

す
。４
月
23
日（
土
） 

か
ら
運
営
出
来
る
よ

う
準
備
中
で
す
。

　今
年
度
も
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

間
も
な
く
オ
ー
プ
ン

ル
・
太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育

委
託
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　☎（
77
）
２
０
４
４

 

　３
月
20
日（
土
） 

春
分
の
日
、健
康
増
進

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　試
合
は
全
10
試
合
行
わ
れ
、
選
手
が
少

な
い
チ
ー
ム
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
奮
闘
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
１
試
合
】

　上
小
阿
仁
中 
75―

45 

下
北
手
中

　合

　川

　中 
54―
57 

八

　竜

　中

【
第
２
試
合
】

　森

　吉

　中 

60―

33 
河

　辺

　中

　鷹

　巣

　中 

39―

56 

五
城
目
第
一

【
第
３
試
合
】

　上
小
阿
仁
中 

43―

105 

八

　竜

　中

　森

　吉

　中 

78―

50 

五
城
目
第
一

【
第
４
試
合
】

　下
北
手
中 

23―

73 

合

　川

　中

　河

　辺

　中 

50―

63 

鷹

　巣

　中

【
３
位
決
定
戦
】

　上
小
阿
仁
中 

34―

73 

五
城
目
第
一

第
28
回 

上
小
阿
仁
村
長
杯

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
万
灯
火
大
会
」
結
果

【
決
勝
戦
】

　八

　竜

　中 

50―

67 

森

　吉

　中

　
　
優
　
勝
　
　
森
　
吉
　
中

　
　
準
優
勝
　
　
八
　
竜
　
中

　
　
第
３
位
　
　
五
城
目
第
一
中

■
日
　
時

　６
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　午
前
６
時
〜 

午
後
７
時

■
コ
ー
ス

　萩
形
沢
登
山
口
↓
太
平
山

　
　
　
　
　山
頂 

↓ 

仁
別
国
民
の
森

■
参
加
料

　一
般

　２
千
円

　
　
　
　
　小
中
学
生

　千
円

■
募
集
期
間

　４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

■
定
　
員

　35
名

■
申
込
方
法

　お
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　申
込
人
数
が
定
員
に
な
り
次
第
、締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
 

現
在
、積
雪
の
た
め
萩
形
沢
登
山
道
ま

で
の
道
路
状
況
が
確
認
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。雪
解
け
次
第
、登
山
道
ま
で
の
道
路
を

調
査
し
ま
す
。

　道
路
状
況
に
よ
っ
て
は
コ
ー
ス
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

村
民
登
山
　参
加
者
募
集

12



い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

　村
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
八
木

沢
番
楽
」
は
村
に
伝
わ
る
貴
重
な
伝
統
芸

能
で
す
。
現
在
は
保
存
会
の
会
員
が
毎
年

小
中
学
生
へ
演
技
指
導
な
ど
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
村
に
在
住
し
て
い
る
一
般
の
方

に
も
番
楽
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
が
あ
り

ま
す
。

　こ
の
た
び
村
公
民
館
と
八
木
沢
番
楽
保

存
会
が
連
携
し
、
一
般
村
民
を
対
象
に
し

た
八
木
沢
番
楽
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

踊
り
だ
け
で
は
な
く
笛
や
太
鼓
な
ど
、様
々

な
分
野
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

※
 

開
催
日
程
・
場
所
に
つ
い
て
は
申
込
状

況
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
対
象

　一
般
村
民
年
齢
男
女
問
わ
ず

■
種
　
　
目

　踊 

り
、
笛
、
太
鼓
、

　唄
、
裏
方
（ 

ま
か
な
い
）

■
定
　
　
員

　各
種
目
若
干
名
（
10
名
〜
15
名
）

■
申
込
方
法

　学
習
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
か
、
お
電
話
で
お
申
込
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

◇
な
り
た
い

　
　（畠
中

　
　惠
）

◇
忘
れ
ら
れ
た
巨
人

　
　
　
　
　（カ
ズ
オ
イ
シ
グ
ロ
）

◇
マ
マ
が
お
ば
け
に
な
っ
ち
ゃ
っ

　た
！

　
　
　
　
　（の
ぶ
み
）他

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

　
　地
域
セ
ン
タ
ー（ 

旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　４
月
20
日
、
27
日
（ 

水
）

　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜

　
　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　卓
球
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
カ
ー

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

　昨
年
に
引
き
続
き
上
小
阿
仁
村
で

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し
ま
す
。

　当
日
は
ど
ん
な
運
動
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で

15
分
以
上
継
続
し
て
体
を

動
か
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　詳
し
く
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】

【昨年度のボランティア活動の様子】 【
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
】

　図
書
館
で
は
、
読
み
聞
か
せ
や

体
験
学
習
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　活
動
内
容
は
、
保
育
園
で
の
読

み
聞
か
せ
が
中
心
で
す
が
、
地
区

巡
回
で
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
・
回
想

法
や
、
体
験
学
習
の
講
師
な
ど
も

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。　随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
図
書

館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
福
祉
協
議
会
の
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
』
に
加
入
し
ま

す
。

●
連
絡
先

　
上
小
阿
仁
村
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

◎
休
館
日
の
お
し
ら
せ

　4
月
29
日（
金
）
昭
和
の
日

　5
月
3
日（
火
）
憲
法
記
念
日

　5
月
4
日（
水
）
み
ど
り
の
日

　5
月
5
日（
木
）
こ
ど
も
の
日

　
　祝
日
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

＊
本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
木
沢
番
楽
講
座
を

　
　
　
　開
催
し
ま
す

５
月
25
日
（
水
）
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す

　上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
、テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

す
。４
月
23
日（
土
） 

か
ら
運
営
出
来
る
よ

う
準
備
中
で
す
。

　今
年
度
も
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

上
ノ
岱
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア

間
も
な
く
オ
ー
プ
ン

ル
・
太
鼓
の
つ
ど
い
は
公
民
館
社
会
体
育

委
託
活
動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
先

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　☎（
77
）
２
０
４
４

 

　３
月
20
日（
土
） 

春
分
の
日
、健
康
増
進

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
万
灯
火
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　試
合
は
全
10
試
合
行
わ
れ
、
選
手
が
少

な
い
チ
ー
ム
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
最

後
ま
で
奮
闘
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
１
試
合
】

　上
小
阿
仁
中 

75―

45 

下
北
手
中

　合

　川

　中 

54―

57 

八

　竜

　中

【
第
２
試
合
】

　森

　吉

　中 

60―

33 

河

　辺

　中

　鷹

　巣

　中 

39―

56 

五
城
目
第
一

【
第
３
試
合
】

　上
小
阿
仁
中 

43―

105 

八

　竜

　中

　森

　吉

　中 

78―

50 

五
城
目
第
一

【
第
４
試
合
】

　下
北
手
中 

23―

73 

合

　川

　中

　河

　辺

　中 

50―

63 

鷹

　巣

　中

【
３
位
決
定
戦
】

　上
小
阿
仁
中 

34―

73 

五
城
目
第
一

第
28
回 

上
小
阿
仁
村
長
杯

中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
万
灯
火
大
会
」
結
果

【
決
勝
戦
】

　八

　竜

　中 

50―

67 

森

　吉

　中

　
　
優
　
勝
　
　
森
　
吉
　
中

　
　
準
優
勝
　
　
八
　
竜
　
中

　
　
第
３
位
　
　
五
城
目
第
一
中

■
日
　
時

　６
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　午
前
６
時
〜 

午
後
７
時

■
コ
ー
ス

　萩
形
沢
登
山
口
↓
太
平
山

　
　
　
　
　山
頂 

↓ 

仁
別
国
民
の
森

■
参
加
料

　一
般

　２
千
円

　
　
　
　
　小
中
学
生

　千
円

■
募
集
期
間

　４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

■
定
　
員

　35
名

■
申
込
方
法

　お
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

　申
込
人
数
が
定
員
に
な
り
次
第
、締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
 

現
在
、積
雪
の
た
め
萩
形
沢
登
山
道
ま

で
の
道
路
状
況
が
確
認
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。雪
解
け
次
第
、登
山
道
ま
で
の
道
路
を

調
査
し
ま
す
。

　道
路
状
況
に
よ
っ
て
は
コ
ー
ス
変
更
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　☎（
60
）９
０
０
０

村
民
登
山
　参
加
者
募
集

13



２3億 3，886万円です

労働費・農林水産業費・商工費
　村有林整備、中山間地域総合整
備などの農林水産業及び商工業の
振興のための経費です。

・北秋田地域シルバー人材センター補
　助金 84万円
・東北労働金庫預託金 1,000万円
・農業委員会費 954万円
・日本型直接支払交付金 1,310万円
・中山間地域等直接支払交付金 

932万円
・特産品販売促進費補助金 57万円
・農業集落排水事業特別会計繰出金 

5,092万円
・野外生産試作センター管理費 

2,117万円
・森林保全整備事業費補助金 50万円
・造林費 1,692万円
・造材事業費（収入間伐、皆伐事業）  

2,551万円
・阿仁川漁業協同組合補助金 27万円
・商工会補助金 162万円
・上小阿仁村中小企業振興融資斡旋資
　金制度預託金 1,600万円
・観光費 793万円

教　育　費
　学校教育と社会教育（生涯学
習）、体育振興等のための経費です。

土　木　費
　生活関連道路の整備や除排雪、河
川、村営住宅管理のための経費です。

・道路維持修繕工事（村道補修等）  
6,693万円

・道路除排雪委託料 4,557万円
・除排雪機械借上料 594万円
・橋りょう補修工事 3,880万円
・公園管理費 167万円
・村営住宅管理費 242万円
・村営住宅修繕工事 1,232万円
・住宅リフォーム緊急支援事業補助金 
 500万円
・下水道事業特別会計繰出金  

2,729万円

・教育委員会費 94万円
・奨学金貸付金 648万円
・児童通学費補助金 152万円
・要・準要保護児童生徒援助費等 94万円
・地域コーディネーター活動謝金 42万円
・小中学校管理費 2,925万円
・公民館運営費 724万円
・分館補修費補助金 62万円
・図書館運営費 487万円
・生涯学習推進費 99万円
・若者センター指定管理委託料 

362万円
・生涯学習センター管理費 1,900万円
・社会教育施設管理費 470万円

・学校給食費 2,283万円
・体育振興費 199万円
・体育施設管理費（上ノ岱スポーツエ
リア、村民グラウンド）　　　499万円
・トレーニングセンター管理費  

694万円
・トレーニングセンター耐震診断委託料  

249万円
・トレーニングセンター入口階段スロープ
設置工事　　　　　　　  　　581万円

災害復旧費
　災害復旧のための経費です。

・災害復旧事業（設計委託料） 84万円

公　債　費
　建設事業の実施等、村の財源に
充てるため借り入れた村債の返済
のための経費です。

・元金償還金 2億386万円
・利子償還金 2,929万円

国民健康保険事業勘定 ４億５，６２７万円
　国民健康保険加入者の医療費や、助
産費、葬祭費、高額療養費の給付など
を行います。

国民健康保険診療施設勘定１億２，６５０万円
　診療所（歯科含む）の運営により、
村民の健康の維持、増進を図ります。

特別養護施設    ３億１，７１０万円
　特別養護老人ホーム「杉風荘」の運
営により、介護を要する老人等のお世
話をします。

簡易水道事業     ２億５，５７９万円
　簡易水道施設の管理及び運営によ
り、生活用水を供給します。

農業集落排水事業       ７，９３４万円
　集落の汚水及び生活排水処理施設を
管理及び運営します。

下水道事業               ４，５９２万円
　沖田面処理区の汚水及び生活排水処
理施設を管理及び運営します。

介護保険事業勘定 ４億６，３３７万円
　介護保険制度による、介護サービス
の給付を行います。

後期高齢者医療　　   ３，８２４万円
　後期高齢者医療制度における保険料
の徴収を行います。

　村には一般会計のほかに次の独立した会計があり、それぞれの事業を行っています。
　これらを特別会計といい、国の補助金や保険料、保険税、使用料や手数料、一般会計からの繰入
金等により運営されています。

特別会計
予　算

平成２8年度の
　　　 村の一般会計予算は

・常備消防費（消防分署管理費） 372万円
・北秋田市への常備消防委託料 

9,282万円
・非常備消防費（消防団） 1,059万円
・消火栓改修工事 131万円
・防災費 215万円
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平成２8年度の
　　　 村の一般会計予算は

総　務　費

民生費・衛生費・消防費
　役場庁舎等財産の維持管理費、交
通安全、防犯、戸籍、徴税、選挙な
どのための経費です。

　老人福祉、福祉医療、児童福祉、
各種検診事業など住民の福祉と健康
を守るための経費、ごみ処理などの
生活環境、消防などの地域の安全を
確保するための経費です。

議　会　費
　議会議員の報酬や議会活動に必要
な経費です。

・議会運営費 4,939万円

・例規集電子化システム使用料 173万円
・コンピューター保守委託料 191万円
・秋田県町村電算システム共同事業組合 
　負担金 3,952万円
・役場庁舎冷房設備工事　　1,590万円
・かみこあにアート関連事業　   726万円
・交通安全推進費 236万円
・地域おこし協力隊関係 1,084万円
・地域活性化応援隊関係 364万円
・ふるさとフェスティバル開催費 278万円
・市町村有償運行委託料 272万円
・防犯対策費 478万円
・コミュニティセンター管理費 906万円
・バス路線維持費補助金 1,508万円
・秋田内陸縦貫鉄道運営費助成金 50万円
・大館能代空港活用促進助成金 50万円

・社会福祉協議会補助金 300万円
・家族介護支援金 216万円
・国民健康保険事業勘定特別会計繰出金  

3,086万円
・外出支援サービス事業委託料 

161万円
・生活支援ハウス運営事業委託料 

451万円
・高齢者住宅整備資金貸付金 150万円
・介護保険事業勘定特別会計繰出金  

8,470万円
・福祉保健センター管理費 550万円
・福祉医療費 2,827万円
・高額療養費貸付金 100万円

・障害者居宅及び施設支援費 7,872万円
・後期高齢者医療特別会計繰出金
 43万円
・子宝祝金 281万円
・地域活動組織育成事業費補助金
 56万円
・チャイルドシート購入費補助金
 10万円
・児童手当 1,523万円
・保育園管理運営費 5,998万円
・母子生活支援施設入所委託料 

300万円
・地域自殺対策緊急強化事業委託料  

102万円
・はり、きゅう、マッサージ施術費助成金  

33万円
・予防接種委託料・補助金 307万円
・北秋田市上小阿仁村生活環境施設組
　合負担金 607万円
・各種検診委託料 24万円
・母子健診委託料 96万円
・ごみ処理・収集運搬委託料 2,996万円
・北秋田市クリーンリサイクルセン
　ター建設費負担金 12,351万円
・北秋田市周辺衛生施設組合負担金  

604万円
・国民健康保険診療施設勘定特別会計
　繰出金 5,811万円
・簡易水道事業特別会計繰出金 

8,791万円

・情報通信施設保守管理委託料 
1,309万円

・国際交流費　　　　　　　256万円
・戸籍総合システム保守委託・システム
　使用料 670万円
・秋田県知事選挙費 162万円
・参議院議員選挙費 434万円
・監査員費 88万円

財産収入

県支出金

地方交付税
国庫支出金

村税

村債

繰越金
その他

議会費その他

総務費

公債費

土木費

教育費

民生費
衛生費
消防費

労働費
農林水産業費
商工費

2,488万円
1.1%

1億1,340万円
4.8%

13億8,500万円
59.2%1億5,943万円

6.8%

1億6,848万円
7.2%

1億7,560万円
11.8%

3,000万円
1.3%

1億8,207万円
7.8%

4,939万円
2.1%

1,084万円
0.5%

4億0,084万円
17.1%

2億3,315万円
10.0%

2億8,307万円
12.1%

1億9,713万円
8.4%

9億0,977万円
38.9%

2億5,467万円
10.9%

歳入 歳出
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